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諮問日：令和４年８月２９日（令和４年度（情）諮問第１３号） 

答申日：令和４年１２月２２日（令和４年度（情）答申第２８号） 

件 名：奈良地方裁判所における苦情申出人に対する押収の令状の発付時刻を記録

した文書の不開示判断（存否応答拒否）に関する件 

答   申   書 

第１ 委員会の結論 

「特定年月日、夕刻に、特定の警察留置課に保管して有る私の鍵（５本）を

令状を示さず、押収した為、昨夜捜査員は、令状を持っていたと、本日、昼前、

特定警察刑事取調室２号室で、私に提示致しましたが、公法第３１条の元、行

なわれたのかを知りたく、鍵の押収の令状を発行した時間の開示教示を何卒宜

しくお願い致します。」との申出に係る文書（以下「本件開示申出文書」とい

う。）の開示の申出に対し、奈良地方裁判所長が、その存否を明らかにしない

で不開示とした判断（以下「原判断」という。）は、妥当である。 

第２ 事案の概要 

本件は、苦情申出人からの裁判所の保有する司法行政文書の開示に関する事

務の取扱要綱（以下「取扱要綱」という。）記第２に定める開示の申出に対し、

奈良地方裁判所長が令和４年７月１４日付けで原判断を行ったところ、取扱要

綱記第１１の１に定める苦情が申し出られ、取扱要綱記第１１の３に定める諮

問がされたものである。 

第３ 苦情申出人の主張の要旨 

苦情申出人は、留置課保管物品の押収許可証の発行の時間の開示教示を求め

ました。司法警察員は「押収許可証」はあったと申しますが、特定月日Ａに苦

情申出人に提示したのは逮捕令状だったからです。特定月日Ｂ（特定月日Ａの

前日）、押収許可証の令状が存在したと刑事殿が申したので、押収許可証を特

定月日Ａに苦情申出人に提示せず、逮捕令状を差し出した齟齬からの令状発行

の時間の開示請求だったにもかかわらず、不開示決定は残念です。 
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本件開示申出を不開示決定にしたのは、行政機関の保有する情報の公開に関

する法律（以下「法」という。）５条１号ただし書ハに抵触になりませんか。 

裁判所が開示しないこととした理由の末尾を通読するところ、法８条（行政

文書の存否に関する情報）とも受け取れました。 

第４ 最高裁判所事務総長の説明の要旨 

１ 原判断庁は、本件開示申出の内容について、「申出人に対する押収の令状の

発付時刻を記録した文書」と整理した。 

２ 苦情申出人は、令状の発付は、職務遂行情報に該当することから本件開示申

出は拒めない旨主張しているものと解される。 

しかしながら、本件開示申出に係る文書の存否を明らかにすると、苦情申出

人に対する令状の発付の事実の有無（以下「本件存否情報」という。）を開示

することになるところ、本件存否情報は、法５条１号に規定する個人識別情報

に相当し、同号イからハまでに該当する事情が認められないことから、原判断

庁は、当該文書の存否を明らかにしないで不開示とする判断を行ったものであ

る。 

第５ 調査審議の経過 

当委員会は、本件諮問について、以下のとおり調査審議を行った。 

  ① 令和４年８月２９日   諮問の受理 

  ② 同日          最高裁判所事務総長から理由説明書を収受 

  ③ 同年１１月１８日    審議 

  ④ 同年１２月１６日    審議 

第６ 委員会の判断の理由 

１ 原判断庁は、本件開示申出について、「申出人に対する押収の令状の発付時

刻を記録した文書」の開示を申し出るものと整理したとのことであり、本件開

示申出書の記載を踏まえれば、原判断庁が本件開示申出について上記のとおり

整理したことは合理的である。 
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上記のとおり整理した本件開示申出の内容からすれば、本件開示申出文書の

存否を明らかにすると、本件存否情報が公になると認められ、この情報は、法

５条１号に規定する個人識別情報に相当すると認められる。 

苦情申出人は、令状の発付は、職務遂行情報に該当することから本件開示申

出は拒めない旨主張しているものと解されるが、苦情申出人に対する令状の発

付の事実の有無（本件存否情報）は法５条１号ただし書ハに掲げる情報に相当

せず、また、同号ただし書イ及びロに掲げる情報に相当する事情も認められな

い。 

したがって、本件開示申出文書については、その存否を答えるだけで法５条

１号に規定する情報に相当する不開示情報を開示することになると認められる。 

２ 以上のとおり、原判断については、本件開示申出文書の存否を答えるだけで

法５条１号に規定する情報に相当する不開示情報を開示することになると認め

られるから、妥当であると判断した。 
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